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本
書
『
義
和
園
の
飢
の
起
源
』
の
著
者
W
・
エ
シ
エ
リ
ッ
ク
己
・
巧

-
F
Z

ユ円
r
)
氏
は
オ
レ
ゴ
ン
大
泉
歴
史
皐
部
の
教
授
で
あ
り
、
『
中
園
に
お
け
る
改

革
と
革
命
|
|
湖
南
と
湖
北
に
お
け
る
一
九
一
一
年
の
革
命
1

1
』
(』耐
久。

3N

h
ミ
K
M
N
S
。
?
と
。
ミ
言
。
古
書
H|
吋缶
、
』
屯
』
』
MN
S

。
内定足。
3

2

h

h

N2

Q
辺

、山道、

同
忌
た

l-sa・
中
園
語
押
一
一
昨
『
改
革
輿
革
命
』

中
華
書
局
一

九
八

一
一
)
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

氏
の
義
和
国
研
究
は

一
九
七
九
年
末
に
始
ま
る
。
氏
は
本
書
の
著
述
に
先
立

ち
約
一
年
開
中
閣
に
滞
在
し
、
山
東
大
息
?
と
第
一
歴
史
指
案
館
に
お
い
て
義
和

固
に
関
す
る
多
く
の
未
公
開
資
料
を
閲
覧
す
る
機
舎
を
も
っ
た
。
特
に
山
東
大

息
子
で
は
、
同
大
拳
が
一

九
六
O
年
、
一
九
六
五
J
六
六
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て

行
っ
た
義
和
闘
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
調
査
資
料
(
一
部
公
刊
)
の
う
ち
未
公

刊
記
録
を
閲
覧
し
て
い
る
。
ま
た
氏
自
ら
二
度
に
わ
た
り
、
山
東
大
撃
の
ス
タ

ッ
フ
と
と
も
に
義
和
園
の
勃
設
地
域
に
入
り
、
追
加
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
う

と
と
も
に
そ
の
環
境
や
祉
舎
に
つ
い
て
観
察
を
深
め
て
い
る
。
こ
の
知
見
は
本

書
の
各
所
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

義
和
園
の
起
源
に
つ

い
て
の
研
究
は
、

V
-
パ
l
セ
ル

(
〈・

2円

n
o
--
〉
の

『
義
和
闘
の
蜂
起
|
背
景
の
研
究
|
』
(
叫
4
r
N
W
R司
円
、
有
宣

者

-
b
NWQ
ネ

h
3
5礼
句
史
在
、
・
呂
田
川
〉
が
長
ら
く
重
き
を
な
し
て
き
た
。
そ
の
後
宵
車
問
や

中
園
か
ら
多
く
の
関
連
資
料
が
公
刊
さ
れ
、
加
え
て
氏
は
上
述
の
よ
う
に
未
公

開
の
資
料
を
閲
覧
し
た
。
氏
は
「
現
代
こ
そ
義
和
園
の
起
源
に
つ
い
て
新
し
い

観
貼
を
提
出
す
る
時
期
を
得
た
」
(
序
文
〉
と
述
べ
、
「
義
和
図
は
白
蓮
教
の

流
れ
を
引
く
」
と
す
る
パ

l
セ
ル
や
そ
の
設
を
引
く

w-
デ
ュ

I
カ

l

(
巧・

』
・
0
E
r
常
一
町
三
宮
、
2

3

n。ミな
5
3
h
叫
Jtb。H
司
河
内
守
色
ご
。
戸

『衝

突
の
中
の
文
化
|
義
和
図
の
乱
|
』

一
九
七
八
)
を
殴
し
く
批
判
す
る
。
本
書

の
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

序
文

第

一
章

山
束
、
一
切
が
始
ま
っ

た
所

第
二
章
一
秘
密
結
社
、
義
和
図
と
庶
民
文
化

第
三
章
-
帝
国
主
義
|
キ
リ
ス

ト
の
た
め
に

l

第
四
章
大
万
舎

第
五
章
鐙
野
敬
案

第
六
章
冠
鯨

一
八
九
八
、
義
和
闘
の
登
場

第
七
章
綴
援
す
る
嵐

第
八
章
紳
拳

第
九
草
避
け
ら
れ
な
い
衝
突

第
十
章

煉
原
の
火

結
び
起
源
に
関
す
る
偶
像
の
克
服

以
上
の
他
に
、
追
加
小
論
文
「
清
朝
中
期
の
義
和
拳
と
白
蓮
数
」
を
掲
げ
、
表

八
葉
、

地
図
八
枚
、
挿
給
十
回
、
略
語
一
覧
、
注
、
固
有
名
詞
と
専
門
語
の
漢

字
語
録
、
参
考
文
献
一
覚
、
索
引
を
附
す
e

次
に
各
章
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
こ
う
。

第
一
章
。
義
和
函
の
活
動
舞
蔓
に
な
っ
た
中
園
北
部
卒
原
(
直
隷

・
山
東〉
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の
地
理
的
、
政
治
経
済
的
紋
況
、
社
舎
構
成
の
分
析
。
こ
の
地
域
は
、

G
-
ス

キ
ナ
l
氏

(
0
・
巧
・
ω
E
5
2)
の
い
う
「
北
部
中
園
地
域
」
の
心
臓
部
に
位

置
す
る
。
著
者
は
ス
キ
ナ
l
氏
の
地
域
市
場
理
論
を
高
く
許
債
す
る
が
、
こ
の

地
域
に
つ
い
て
は
そ
の
そ
デ
ル
に
合
わ
な
い
黙
が
幾
つ
か
あ
る
と
す
る
。
例
え

ば
ス
キ
ナ
l
理
論
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
南
西
部
は
経
済
閣
と
し
て
は
北

京
、
天
津
に
結
び
付
け
ら
れ
る
と
す
る
が
、
著
者
は
大
運
河
の
役
割
な
ど
か
ら

し
て
揚
子
江
下
流
域
の
銀
江
な
ど
の
影
響
下
に
あ
る
と
分
析
し
、
従
っ
て
北
部

中
園
と
揚
子
江
下
流
域
の
境
界
は
山
東
省
南
部
に
あ
る
と
す
る
。
ま
た
こ
の
南

西
部
地
域
は
大
運
河
沿
岸
の
一
部
を
除
い
て
一
商
業
化
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
ス
キ

ナ
1
理
論
で
周
遊
部
と
し
て
扱
わ
れ
る
山
東
半
島
地
域
よ
り
も
そ
の
程
度
が
低

い
と
す
る
。

著
者
は
山
東
省
を
六
地
威
に
分
け
、
義
和
国
と
の
関
連
で
南

・
北
西
部
地
媛

を
よ
り
具
鐙
的
に
分
析
す
る
。
南
西
部
に
は
「
不
管
地
」
が
多
く
、
従
っ
て
盗

匪
も
多
い
。
彼
ら
は
普
段
は
農
民
で
、
農
閑
期
に
地
主
を
略
奪
し
た
。
地
主
制

は
康
汎
に
行
わ
れ
、
地
主
と
小
作
と
の
聞
に
は
人
的
結
合
が
強
く
見
ら
れ
る
。

各
村
落
は
こ
の
人
的
結
合
を
核
に
し
た
緊
密
な
共
同
鰻
を
形
成
し
、
盗
匠
に
到

し
て
十
分
に
防
御
的
で
あ

っ
た
。
北
西
部
で
は
地
主
制
は
弱
く
、
土
地
の
十
パ

ー
セ

ン
ト
が
小
作
に
出
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
一
商
品
作
物
と
し
て
綿
花
栽

培
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
利
潤
は
過
度
の
人
口
に
よ
り
消
費
さ
れ
、
結
局

は
小
土
地
所
有
者
の
経
済
を
長
く
保
障
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
地
域
の

エ

リ
ー
ト
は
地
主
で
は
な
く
富
農
で
あ
る
が
、
限
定
さ
れ
た
一商業
化
の
下
で
は
彼

ら
が
よ
り
上
級
の
官
紳
エ
リ
ー
ト
に
設
展
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
こ
の
地
域

に
は
自
然
災
害
が
多
渡
し
農
民
は
速
く
河
北
ま
で
移
動
し
た
が
、
普
段
の
年
で

も
雇
農
と
し
て
小
範
囲
を
移
動
す
る
若
い
農
民
が
多
か
っ
た
。

雨
地
域
に
共
通
す
る
の
は
儒
数
精
神
に
溢
れ
た
典
型
的
な
郷
紳
が
少
な
い
こ

と
で
あ
る
。
著
者
は
こ
れ
を
賓
査
す
る
た
め
に
山
東
省
内
の
郷
紳
の
歓
を
六
地

域
に
分
け
て
分
析
す
る
。
す
な
わ
ち
明
、
清
期
(
二
ニ
六
八

t
一
九

O
O
)
に

お
け
る
各
地
域
の
科
寧
合
格
者
(
暴
人
〉
数
を
五
十
年
毎
に
示
す
。
こ
の
結

果
、
雨
地
域
は
十
六
世
紀
前
牢
ま
で
は
省
内
の
翠
人
の
五
割
以
上
を
輩
出
し
た

が
、
以
後
十
九
世
紀
末
ま
で
に
五
分
の
一
強
に
ま
で
低
下
し
た
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。

第
二
章
。
山
東
省
は
周
代
斉
園
の
斉
亙
い
ら
い
近
代
に
至
る
ま
で
各
宗
娠
の

活
動
の
舞
蓋
と
な
っ
た
。
山
東
省
の
人
関
は
好
戦
的
だ
と
の
評
債
が
あ
り
、
兵

士
の
供
給
地
で
あ
る
と
と
も
に
叛
飢
者
を
も
生
み
出
す
地
域
で
あ
っ
た
。
特
に

西
部
地
域
は
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
を
詮
明
す
る
一
資
料
は
各
地
威

の
文
・
武
科
翠
合
格
者
(
隼
人
)
の
割
合
(
一
八
五
一

J
一
九

O
O
)
で
あ

る
。
北
西
部
の
武
・
文
奉
人
の
割
合
は
一
・
二
二
封
一
、
南
西
部
の
そ
れ
は

二・

三
八
封
一
で
山
東
省
全
陸
の
卒
均

0
・
七
五
針
一
ー
を
い
ず
れ
も
上
回
っ
て

い
る
。

拳
術
家
と
秘
密
結
社
と
の
関
係
は
一
定
で
な
く
、
あ
る
結
社
は
拳
術
家
と
全

然
関
係
を
も
た
な
い
。
雨
者
が
接
燭
す
る
の
は
結
祉
の
指
導
者
(
師
〉
が
武
術

の
数
授
を
行
う
と
き
、
あ
る
い
は
拳
術
家
が
結
社
へ
の
輸
出
備
軍
と
し
て
参
加
し

て
来
る
と
き
で
あ
る
。
南
、
北
西
部
に
お
け
る
粧
品
閏
環
境
の
一
特
徴
は
秘
密
結

社
や
武
術
集
園
が
庚
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
白
蓮
教
の
王
倫
、
八
卦

品
訟
の
剖
此
の
際
に
現
れ
た
金
鍾
軍
は
不
死
身
の
術
を
行
っ
た
が
、
そ
の
術
は
義
和

国
の
降
一
柳
附
鐙
と
い
う
や
り
方
と
異
な
っ
て
い
る
。
祖
師
禽
(
河
南
〉
、
紳
拳

(
山
東
)
な
ど
の
武
術
集
園
は
そ
の
出
現
時
期
、
場
所
な
ど
義
和
固
と
直
接
の

関
係
は
な
い
が
、
そ
の
儀
式
や
行
信
用
の
中
に
義
和
国
の
も
の
と
基
本
的
に
同
一

の
要
素
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
北
部
中
園
の
村
落
に
は
土
地
紳
や
関
公

を
配
っ
た
小
寺
院
が
あ
る
。
村
民
は
願
い
ご
と
が
あ
る
と
折
々
に
参
詣
す
る
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が
、
特
に
寺
院
の
縁
日
(
迎
紳
接
合
)
は
村
の
活
動
に
と
っ
て
重
要
な
日
で
あ

っ
た
。
境
内
や
康
場
で
歌
劇
が
上
演
さ
れ
た
。
義
和
闘
の
起
源
に
こ
れ
ら
の
歌

劇
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
従
来
殆
ど
抑
制
れ
ら
れ
て
い

な
い
。

義
和
闘
に
降
一糾
附
値
す
る
一柳
々
は
歌
劇
の
主
人
公

(
武
人
)
で
あ
る
。

十
九
世
紀
以
後
、
白
蓮
数
な
ど
秘
密
結
社
は
般
し
い
甥
墜
を
受
け
た
。
そ
の
結

果
、
例
え
ば
地
方
特
有
の
文
撃
や
歌
劇
に
登
場
す
る
英
維
を
神
々
と
し
て
取
り

入
れ
る
な
ど
数
義
上
に
も
著
し
い
鑓
化
を
生
じ
た
。
こ
こ
に
至
り
秘
密
結
祉
の

数
義
内
容
と
庶
民
文
化
と
の
一
線
は
あ
い
ま
い
と
な
る
。
こ
う
し
て
義
和
園
の

活
動
舞
肇
は
準
備
さ
れ
た
と
言
え
る
。
義
和
国
の
活
動
の
中
で
官
側
か
ら
批
判

さ
れ
た
呪
文
、
お
札
、
降
紳
附
鐙
な
ど
は
、
山
東
省
西
部
の
庶
民
文
化
の
一
部

と
し
て
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
義
和
闘
が
短
時
日
の
う
ち
に
大
量
の
農
民

を
組
織
で
き
た
の
は
こ
れ
が
笹
川
で
あ
る
。

第
三
章
。
山
東
省
へ
の
列
強
の
進
出
は
天
津
〈
一
八
六

一
)、

畑
台

(

一
八

六
二
)
の
開
潜
以
後
で
あ
る
。
し
か
し
姻
台
は
牢
島
部
の
逸
郎
な
地
に
あ
っ
た

の
で
重
要
貿
易
排
出
に
渡
良
し
な
か
っ
た
。
省
内
へ
の
綿
製
品
総
入
は
ま
ず
綿

布
、
次
い
で
綿
糸
で
行
わ
れ
九
0
年
代
に
劇
的
に
増
加
し
た
。
こ
の
趨
勢
は
綿

花
と
綿
製
品
の
生
産
地
で
あ
っ
た
西
部
地
域
に
大
き
な
影
響
を
輿
え
た
と
い
わ

れ
る
。
た
だ
こ
の
影
響
の
程
度
に
つ
い
て
は
研
究
者
の
閲
に
も
意
見
の
相
違
が

あ
る
。
著
者
は
一
九
八

O
年
の
卒
原
服
、
山
東

・
直
線
交
界
で
の
聞
き
取
り
調

査
か
ら
洋
糸
や
洋
布
は
土
布
の
市
場
を
奪
う
ほ
ど
に
は
入
り
込
ま
な
か
っ
た
と

し
て
い
る
。

山
東
省
内
の
キ
リ
ス
ト
教
改
宗
者
は
十
九
世
紀
末
ま
で
四
寓
七
千
二
百
徐
人

で
、
布
数
の
中
心
は
フ
ラ
ン
ス
系
イ
エ
ズ
ス
舎
で
あ
る
。
プ

ロ
テ

ス
タ
ン
ト
は

中
十
島
部
を
中
心
に
活
動
し
た
。
八

0
年
代
の
布
数
で
顕
著
な
動
き
を
示
し
た
の

は
ド
イ
ツ
の
宣
教
園

ω・〈・
0
・
で
そ
の
先
頭
に
立
っ
た
の
が

J
-
B
-
ア
ン

ツ
ア

l

(』
・∞
・
3
ロ
〉
ロ
N
O

乙
で
あ
る
。
教
舎
は
政
治
的
支
配
の
途
行
の
た
め

に
直
ち
に
建
設
さ
れ
た
。
数
舎
は
し
ば
し
ば
地
方
の
政
治
や
裁
剣
に
ま
で
口
を

は
さ
み
、
時
に
は
北
京
の
公
使
を
つ
う
じ
て
総
理
街
門
な
ど
に
ま
で
働
き
か
け

問
題
を
有
利
に
解
決
し
た
。
こ
う
し
て
数
舎
は
中
園
の
中
に
「
紹
針
縫
」
を
確

立
す
る
の
に
成
功
し
た
。
改
宗
の
動
機
は
図
家
の
政
治
的
豚
一
力
、
地
主
の
経
済

的
搾
取
、
自
然
災
害
な
ど
に
よ
る
飢
僅
か
ら
の
庇
護
を
求
め
よ
う
と
し
た
も
の

で
、
純
粋
に
信
仰
の
面
か
ら
す
る
も
の
は
少
な
い
。
北
西
部
で
は
個
人
或
は
数

人
の
家
族
を
単
位
と
す
る
改
宗
が
一
般
的
で
あ
り
、
南
西
部
で
は
全
村
あ
げ
て

の
集
図
的
な
改
宗
が
見
ら
れ
る
。
一
帝
園
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
は
堅
く
結
び
つ
き

な
が
ら
西
洋
列
強
に
よ
っ

て
中
園
に
押
し
附
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
九

0
年
代
の

後
宇
の
五
年
開
に
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
る。

第
四
章。

大
刀
舎
の
名
が
最
初
に
言
及
さ
れ
た
の
は
一
七
三
五
年
安
徽
省
北

部
に
於
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
性
質
に
つ
い
て
は
何
ら
手
が
か
り
が
な

い
。
一
八
九

0
年
代
大
万
舎
は
金
鍾
車
と
い
う
公
式
名
絡
を
も
っ
て
現
れ
る
。

金
鍾
車
は
十
八
世
紀
以
衆
武
術
集
固
と
し
て
活
動
し
、
十
九
世
紀
の
聞
に
拳
術

を
中
心
と
し
更
に
は
レ
ン
ガ
や
刀
を
受
け
付
け
な
い
(
排
柏
崎
排
万
)
不
死
身
の

技
を
附
け
加
え
た
。
金
錨
組
と
白
蓮
数
の
関
係
を
指
摘
す
る
も
の
も
あ
る
が
、

山
東
省
内
で
は
そ
の
つ
な
が
り
は
見
ら
れ
な
い
。

大
刀
禽
の
根
縁
地
は
南
西
部
に
あ
り
、
そ
の
合
員
の
多
く
は

小
作
人
で
あ

り
、
中
農
、
富
農
、
郷
居
小
地
主
ら
「
地
方
エ
リ
ー
ト
」

が
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
。
彼
ら
は
大
衆
的
宗
品
訟
の
中
で
よ
く
知
ら
れ
た
「
奥
武
神
」
と
い
う

一
人
の

紳
を
信
仰
し
た
。
著
者
の
調
査
に
よ
っ
て
も
大
万
舎
が
降
榊
附
鐙
の
儀
式
を
も

っ
と
い
う
資
料
は
な
い
。
九
0
年
代
の
大
刀
曾
は
武
術
集
闘
で
あ
り
、
そ
の
技

は
護
符
や
呪
文
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
が
義
和
闘
や
秘
密
結
社
と
は
別
物
で
あ

っ
た
。

九
五
年
春
、
山
東
・

直
輔
副
交
界
地
方
で
は
自
然
災
害
な
ど
に
よ
り
盗
匪
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が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
。
日
清
戦
争
後
の
治
安
の
手
薄
も
あ
り
、
官
側
は
大

万
舎
を
用
い
て
こ
れ
に
蛍
た
り
成
功
し
た
が
、
大
万
舎
で
は
次
第
に
官
と
の
協

力
か
ら
離
れ
た
。
九
六
年
春
、
大
万
舎
は
一
指
導
者
の
生
誕
祝
賀
を
契
機
と
し

て
組
織
的
結
集
を
は
か
っ
た
が
、
そ
の
統
制
は
緩
や
か
で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
舎
の

勢
力
を
押
さ
え
る
程
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
大
万
舎
が
反
キ
リ
ス
ト
教
の
活

動
に
移
っ
て
い
く
の
は
、
地
域
に
お
け
る
彼
ら
の
影
響
力
や
勢
カ
圏
を
守
る
た

め
で
あ
る
。
九
六
年
六
月
、
腐
三
傑
を
指
導
者
と
す
る
大
万
舎
と
キ
リ
ス
ト
教

徒
の
聞
に
衝
突
が
起
こ
り
、
事
件
は
大
万
曾
側
の
敗
北
に
終
わ
っ
た
。
地
方
官

は
大
刀
舎
の
二
名
の
指
、
瀞
者
と
三
十
名
の
舎
員
を
庭
刑
し
、
一
方
、

賞
事
者
の

腐
三
傑
に
は
奇
妙
な
方
法
で
身
の
安
全
を
保
護
し
た
。
即
ち
腐
は
一
族
四
千
徐

名
と
と
も
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
、
そ
の
居
宅
の
一
部
を
数
舎
や
皐
校
と
し

て
提
供
し
た
の
で
あ
る
。
地
方
官
の
こ
の
よ
う
な
庭
置
は
、
大
万
舎
の
指
導
者

が
地
方
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
地
方
官
や
軍
隊
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
と

き
に
は
数
力
を
妥
揮
し
得
た
が
一
八
九
九
J
一
九

O
O年
の
義
和
国
に
は
通
用

し
な
く
な
る
。

第
五
章
。
九
七
年
十
一
月
一
目
、
短
野
で
二
人
の
ド
イ
ツ
人
宣
教
師
が
殺
害

さ
れ
る
事
件
、
い
わ
ゆ
る
鐙
野
教
案
が
愛
生
し
た
。
事
件
の
原
因
を
追
求
す
る

カ
は
弱
く
九
人
が
逮
捕
さ
れ
、
三
人
が
庭
刑
さ
れ
て
幕
が
降
ろ
さ
れ
た
。
ド
イ

ツ
は
こ
の
事
件
を
勢
力
援
大
の
紹
好
の
機
舎
と
し
て
と
ら
え
、
極
東
艦
隊
を
波

遣
し
か
ね
て
か
ら
燭
手
を
延
ば
そ
う
と
し
て
い
た
修
州
湾
を
占
領
し
た
。
初
期

の
教
案
に
際
し
て
列
強
は
砲
艦
外
交
を
展
開
し
た
が
、
そ
の
目
的
は
犯
人
を
裁

判
に
付
す
る
事
に
あ
っ
た
。
し
か
し
鐙
野
教
案
は
帯
園
主
義
の
論
理
を
一
歩
進

め
た
黙
で
重
要
で
あ
る
。
卸
ち
列
強
は
キ
リ
ス
ト
教
に
反
劃
す
る
勢
力
を
弼
座

す
る
た
め
の
「
基
地
」
を
要
求
す
る
と
い
う
名
目
で
、
新
た
に
中
園
の
主
権
を

犯
し
た
の
で
あ
る
。
清
朝
は
ド
イ
ツ
の
要
求
を
全
面
的
に
承
諾
し
、
地
方
官
の

罷
菟
更
迭
に
も
謄
じ
た
。
山
東
巡
撫
李
乗
衡
の
罷
菟
は
山
東
西
部
の
人
々
か
ら

す
れ
ば
意
外
で
あ
っ
た
。
李
の
キ
リ
ス
ト
教
趨
屋
、
地
方
経
費
の
節
約
、
黄
河

治
水
な
ど
は
官
僚
と
し
て
の
有
能
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
評
債
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
事
件
の
核
心
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
ド
イ
ツ
の
要
求
を
認
め
る

こ
と
に
慎
重
で
あ
っ
た
他
の
列
強
も
、
最
悼
格
的
に
は
ド
イ
ツ
と
と
も
に
勢
力
範

園
の
擦
張
に
狂
奔
し
た
。
李
の
在
任
中
に
は
宣
教
師
の
活
動
は
押
さ
え
ら
れ
て

い
た
が
、
今
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
尉
れ
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
権
利
が
保
護
さ
れ
る
方

針
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

ω・〈
-
U
・
は
問
題
が
起
き
る
と
大
万
舎
を
非
難
し
、

騒
動
を
扇
動
し
て
内
陸
部
へ
の
進
出
を
企
園
し
始
め
た
。
そ
の
結
果
地
方
官
は

キ
リ
ス
ト
数
に
極
端
に
反
劉
の
態
度
を
取
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
数
舎
の
カ
を

今
ま
で
以
上
に
誇
示
し
始
め
た
。
保
護
者
た
る
ド
イ
ツ
宣
教
師
は
新
た
に
獲
得

し
た
「
基
地
」
か
ら
敵
劉
者
を
懲
ら
し
め
る
行
動
に
出
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

第
六
章
。
冠
豚
は
義
和
圏
の
嬢
黙
で
あ
り
、
冠
豚
事
件
は
大
力
舎
を
義
和
固

に
繁
身
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
冠
豚
は
地
理
的
に
は
孤

立
し
て
お
り
、
政
治
的
に
は
権
力
の
浸
透
が
弱
く
、
軍
事
的
に
は
防
衛
が
手
薄

で
武
術
集
圏
や
秘
密
結
祉
の
活
動
が
展
開
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。
さ
ら
に
冠
豚

は
直
毅
省
の
中
に
「
十
八
村
」
と
呼
ば
れ
た
「
飛
び
地
」
(
挿
花
地
)
を
も
っ

て
い
た
。
著
者
は
こ
の
飛
び
地
の
愛
生
は
南
北
朝
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
得
る

と
し
て
い
る
。
飛
び
地
は
秘
密
結
祉
だ
け
で
な
く
カ
ト
リ
ッ
ク
の
活
動
に
も
好

都
合
で
集
図
的
に
改
宗
者
を
出
し
た
。
冠
豚
事
件
は
こ
の
飛
び
地
の
中
の
梨
園

屯
で
起
こ
っ
た
。
事
件
の
原
因
は
玉
自
主
廟
の
敷
地
を
数
舎
用
地
と
し
て
認
め
る

か
否
か
に
あ
っ
た
。
地
方
官
は
郷
紳
と
の
合
議
の
う
え
別
の
土
地
を
数
禽
用
地

と
し
て
提
供
し
た
が
宣
数
師
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
九
二
年
フ
ラ
ン
ス
公
使
が

乗
り
出
し
、
一
帝
一
園
主
義
の
力
を
背
景
に
廟
地
を
確
保
し
た
の
で
衝
突
は
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
た
。
郷
紳
ら
は
済
南
に
ま
で
控
訴
し
た
が
裁
剣
は
打
ち
切
り
と
な
っ
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た
。
こ
の
段
階
か
ら
闘
争
の
指
導
権
は
郷
紳
か
ら
大
万
舎
の
メ
ン
バ
ー
で
「
十

八
魁
」
と
稽
さ
れ
た
若
い
貧
農
の
手
に
移
る
。
彼
ら
は
桃
花
拳
の
指
導
者
と
し

て
有
名
で
あ
っ
た
趨
三
多
の
支
援
を
得
た
。
桃
花
拳
の
名
は
春
季
に
活
動
し
た

こ
と
に
由
来
し
、
香
を
焚
い
た
り
民
閲
信
仰
の
神
々
に
叩
頭
す
る
こ
と
は
あ
っ

た
が
護
符
、
呪
文
、
降
一
柳
附
帥
湿
な
ど
は
行
わ
な
い
。
九
七
年
春
か
ら
大
衝
突
が

起
こ
り
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
四
散
し
、
廟
地
は
取
り
戻
さ
れ
た
。
し
か
し
、
九
七

年
秋
か
ら
九
八
年
に
か
け
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
反
撃
が
始
ま
り
闘
争
は
激
化
す

る
。
桃
花
伝
ナ
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
キ
リ
ス
ト
数
に
反
針
し
た
も
の
た
ち
は
自
ら

を
「
正
義
で
結
ぼ
れ
た
拳
術
家
」
(義
和
園
〉
と
稽
し
た
。
義
和
闘
の
中
核
に
は

「
十
八
魁
」
が
お
り
彼
ら
は
そ
の
人
間
関
係
を
通
じ
て
他
地
域
か
ら
幅
庚
く
仲

間
を
結
集
し
た
。
巡
撫
張
汝
梅
は
趨
三
多
を
懐
柔
し
そ
の
一
一
阪
を
地
方
軍
に
吸

牧
し
た
。
こ
の
時
、
張
は
山
東
・
直
毅
交
界
の
拳
術
家
は
十
九
世
紀
半
ば
頃
に

あ
っ
た
「
義
和
」
と
い
う
軍
固
か
ら
波
生
し
た
も
の
と
述
べ
た
。

G
-
ス
タ
イ

ガ
l
、
戴
玄
之
は
こ
れ
を
受
け
て
義
和
闘
は
公
的
な
軍
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う

設
を
出
し
た
が
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。
九
八
年
秋
、
飛
び
地
の
中
の
キ
リ
ス
ト

教
徒
居
住
地
で
衝
突
が
起
こ
っ
た
。
義
和
闘
は
こ
の
と
き
始
め
て
「
扶
清
滅

洋
」
を
呼
放
し
た
が
、
清
朝
は
軍
を
動
員
し
闘
争
を
鎮
座
し
た
。
梨
園
屯
の
長

期
に
わ
た
る
闘
争
は
詳
細
に
物
語
ら
れ
た
。
何
故
な
ら
反
キ
リ
ス
ト
教
活
動
と

し
て
の
義
和
困
が
始
め
て
歴
史
に
登
場
し
、
「
扶
清
滅
洋
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
が

現
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

多
く
の
研
究
者
が
義
和
園
は
こ
こ
に
始
ま
っ
た
と
す

る
。
義
和
闘
の
名
は
九
九
年
、
北
西
部
に
お
い
て
一
舟
び
採
用
さ
れ
る
が
、
こ
の

こ
と
は
冠
燃
と
北
西
部
の
雨
地
域
聞
に
義
和
闘
が
組
織
的
に
震
が
っ
た
こ
と
を

意
味
し
な
い
。
雨
地
域
の
義
和
園
の
行
震
や
儀
式
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
北

西
部
の
義
和
国
の
性
格
や
内
容
は
冠
際
以
外
の
所
か
ら
出
て
来
た
も
の
で
あ

る。

第
七
一
章
。
山
東
省
に
お
け
る
近
代
的
事
業
と
し
て
は
電
信
の
敷
設
(
八
一
)
、

郵
便
制
度
の
整
備
(
八
七
)
、
洋
務
局
の
新
設
(
九
八
〉
な
ど
を
血
ぞ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
繁
化
の
テ
ン
ポ
は
綬
慢
で
、
問
題
は
む
し
ろ
惇
統
的
な
自
然
災
害

や
賠
償
金
の
負
捻
な
ど
に
よ
る
財
政
破
綻
に
あ
っ
た
。
財
政
難
針
策
と
し
て
各

種
の
新
税
措
置
と
軍
事
費
の
削
減
が
行
わ
れ
た
。

後
者
の
政
策
は
地
方
の
治
安

維
持
に
困
難
を
き
た
し
、
義
和
図
な
ど
武
術
集
図
を
軍
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
た
九
八
J
九
九
年
の
黄
河
の
大
氾
濫
に
よ
り
百
高
人
が
家
を
失
い

飢
僅
が
生
じ
た
が
、
財
政
難
に
よ
り
救
済
手
段
は
取
れ
な
か
っ
た
。
九
八
年

夏
、
排
外
を
掲
げ
大
万
舎
と
連
絡
し
よ
う
と
し
た
童
振
撃
の
飢
、
九
九
年
七
月

盗
匪
に
よ
る
参
賂
岳
金
堂
殺
害
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
加
え
て
九

0
年
代
は

山
東
省
へ
の
帯
園
主
義
の
侵
略
が
激
化
し
た
。
そ
の
中
心
に
あ
っ
た
の
が
謬
州

掛円
か
ら
西
へ
む
か
つ
た
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
。
九
八
J
九
九
年
に
か
け
て
反
キ
リ

ス
ト
数
事
件
が
南
東
部
か
ら
南
西
部
に
抜
大
し
た
。
三
月
末
、
蘭
豚
で
衝
突
が

起
こ
る
と
ト
イ
ツ
は
こ
の
事
件
を
口
寅
に
青
島
か
ら
軍
事
行
動
を
開
始
し
た
。

こ
う
し
た
朕
況
の
中
で
四
月
、
統
賢
が
巡
撫
に
着
任
す
る
。
義
和
闘
運
動
の
成

長
と
抜
大
の
中
に
於
け
る
統
賢
の
統
治
は
最
も
論
争
的
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
西
洋
と
日
本
の
研
究
者
の
中
に
は
彼
の
保
守
性
と
排
外
主
義
を
認
め
た
う

え
で
、
義
和
園
の
支
援
者
と
し
て
或
は
極
端
に
は
そ
の
創
始
者
と
し
て
航
賢
を

評
債
す
る
。
現
代
中
園
の
研
究
者
は
彼
の
曹
州
で
の
盗
匪
弼
盤
、
九
六
年
の
大

万
曾
蜂
起
の
銀
座
を
指
摘
し
、
義
和
図
に
も
同
様
に
残
酷
な
堅
殺
者
で
あ
っ
た

と
す
る
。
著
者
は
、
ま
ず
航
賢
の
官
歴
の
大
部
分
が
山
東
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら

彼
は
大
万
舎
や
キ
リ
ス
ト
数
徒
劉
策
を
始
め
山
東
問
題
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ

っ
た
と
見
る
。
次
に
、
銃
賢
は
数
舎
の
力
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
に
農
民
も

傘
術
な
ど
の
防
禦
法
を
取
る
こ
と
を
認
め
る
、
法
律
は
農
民
に
も
キ
リ
ス
ト
教

徒
に
も
等
し
く
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
反
キ
リ
ス
ト
教
事
件
は
ド
イ
ツ
人
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の
進
出
と
関
連
し
て
い
る
と
い
う
見
解
を
も
っ
て
い
た
と
す
る
。
九
八
年
六

月
拳
術
集
圏
が
済
寧
、
嘉
鮮
で
事
件
を
起
こ
し
た
と
き
統
賢
は
キ
リ
ス
ト
教
徒

側
に
非
が
あ
る
と
し
た
が
、

拳
術
集
闘
を
郷
紳
の
統
制
下
に
お
く
恨
重
な
針
策

を
と
っ
た
。
済
寧
地
域
は
郷
紳
の
力
が
強
か
っ
た
の
で
こ
の
針
策
は
成
功
し
た

が
、
北
西
部
で
活
動
を
開
始
し
た
紳
拳
に
は
統
賢
の
政
策
は
遁
用
し
な
い
。

第
八
章
。
北
西
部
は
天
災
、
人
災
、
儒
数
的
精
神
に
あ
ふ
れ
た
郷
紳
の
少
な

さ
な
ど
の
環
境
か
ら
秘
密
結
社
が
生
ま
れ
易
い
地
域
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
秘

密
結
社
は
庶
民
文
皐
の
中
に
描
か
れ
る
紳
々
へ
の
信
仰
、
治
癒
、
降
紳
附
陸
、

武
術
鍛
練
な
ど
の
要
素
を
含
み
も
っ
て
い
た
。
北
西
部
の
キ
リ
ス
ト
教
の
接
貼

は
恩
師
料
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
系
の
も
の
で
、
最
初
の
改
宗
者
は
迫
害
か
ら
逃
れ

よ
う
と
し
た
秘
密
結
社
員
や
飢
径
の
救
済
を
求
め
た
貧
農
な
ど
で
あ
る
。
そ
の

多
く
は
八

0
年
代
初
め
カ
ト
リ

ッ
ク
に
嬰
わ
っ
た
。
義
和
国
の
接
黙
と
な
る
卒

原
鯨
に
は
宣
教
師
は
い
な
か
っ
た
。
紳
象
は
九
六
年
頃
黄
河
の
西
に
現
れ
た
。

初
期
の
活
動
に
は
反
キ
リ
ス
ト
数
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
共
通
し
た
数
義
は

「孝
敬
父
母
、
和
睦
家
郷
」
で
そ
の
他
強
欲

・
怠
惰
の
禁
、
弱
者
や
若
者
の
教

導
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
治
癒
活
動
は
重
要
視
さ
れ
た
。
そ
の
活
動
は
開
放
的
で

拳
術
の
鍛
練
は
容
易
に
目
撃
で
き
た
。
紳
拳
は
大
万
舎
と
非
常
に
近
い
関
係
に

あ
る
が
降
紳
附
鰻
と
治
癒
が
そ
の
際
立
っ
た
特
徴
で
あ
る
。
降
紳
附
陸
に
現
れ

る
紳
は
庶
民
的
な
文
皐
や
歌
劇
の
主
人
公
で
、
例
え
ば
孫
悟
空
、
猪
八
戒
、
周

倉
、
関
公
、
越
雲
、
毛
途
、
孫
績
な
ど
軍
一
仰
が
多
い
。
紳
拳
で
は
リ
ー
ダ
ー
だ

け
で
な
く
誰
も
が
降
紳
附
鐙
の
紋
態
に
な
る
。
一
柳
拳
の
降
紳
附
佳
の
淵
源
は
努

乃
宣
の
言
う
よ
う
に
白
蓬
数
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

義
和
図
の
起
源
に
つ
い
て
そ
の
組
織
面
か
ら
の
後
近
は
難
し
い
。
何
故
な
ら

義
和
圏
の
組
織
で
は
秘
密
結
祉
の
よ
う
な
明
確
な
師
弟
関
係
は
な
く
、
ど
こ
か

ら
で
も
現
れ
、
た
ち
ま
ち
抜
大
し
急
に
消
え
て
行
く
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
起
源

を
つ
か
む
糸
口
は
義
和
圏
の
儀
式
を
紹
介
し
た
人
物
に
あ
る
。
そ
の
人
物
を
特

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
著
者
の
考
え
は
数
人
の
拳
術
の
数
師
で
あ
ろ
う
と

し
て
い
る
。
即
ち
彼
ら
は
異
な
っ
た
源
か
ら
様
々
な
も
の
を
取
り
込
ん
で
き
た

と
見
る
。
例
え
ば
降
紳
附
償
、
治
癒
、
武
術
、
叩
頭
焼
香
、
護
符
、
呪
文
な

ど
。
こ
れ
ら
は
北
西
部
の
村
溶
に
共
通
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
十
九
世
紀

後
期
に
は

一
般
的
な
宗
教
と
秘
密
結
社
の
信
仰
と
は
見
分
け
が
つ
か
な
く
な

っ
て
お
り
、
一
脚
拳
の
儀
式
の
多
く
は
秘
密
結
社
以
外
の
所
か
ら
出
て
来
て
い

る。
九
八
年
後
期
に
神
拳
は
繁
化
を
途
げ
た
。
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
数
徒
を
脅
か
し

始
め
組
織
的
と
な
り
、
大
万
舎
と
か
義
和
固
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
降

榊
附
鐙
に
よ
る
不
死
身
の
獲
得
は
重
要
な
目
的
と
な
っ
た
。
同
じ
こ
ろ
荏
卒
に

朱
紅
燈
、
心
誠
と
い
う
リ
ー
ダ
ー
が
現
れ
、
一
柳
拳
を
治
癒
と
不
死
身
の
獲
得
を

中
核
と
す
る
も
の
に
出
従
え
た
。
一
柳
拳
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
輿
清
滅
洋
」
「
保
清
滅

洋
」
は
九
九
年
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
へ
の
攻
撃
の
と
き
か
ら
出
て
い
る
。
九
九
年

牢
ば
頃
ま
で
に
一岬
拳
の
名
は
義
和
国
に
繁
わ
っ
た
。一
神
祭
が
反
キ
リ
ス
ト
教
の

活
動
に
向
か
っ
た
と
き
、
彼
ら
は
冠
豚
の
武
術
集
闘
の
名
を
借
用
し
た
。
冠
豚

の
義
和
園
の
名
は
有
名
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
上
述
し
た
よ
う
に
、

紳
拳
は
皐
に
大
万
舎
や
義
和
園
を
移
し
袋
え
た
も
の
で
は
な
い
。

一
柳
拳
は
ど
の
よ
う
に
し
て
傍
わ
っ
て
い
く
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
義
和

圏
の
機
大
を
解
く
鍵
で
あ
る
。
一
府
拳
が
質
演
さ
れ
る
の
は
村
内
の
開
放
的
な
場

所
に
設
置
さ
れ
る
「
拳
場
」
ハ
場
)
で
あ
る
。
「
場
」
に
は
リ
ー
ダ
ー
が
い
る

が
、
そ
こ
で
は
総
て
が
兄
弟
で
あ
り
若
者
が
拳
術
を
祭
び
に
集
ま
っ
た
。
「
場
」

は
次
々
と
村
に
作
ら
れ
、
村
々
を
移
動
す
る
雇
農
や
若
者
に
よ
り
即
時
達
さ
れ

た
。
紳
拳
に
結
集
し
た
若
者
は
大
半
が
十
代
後
牢
で
あ
る
が
、
経
済
的
背
景
は

一
様
で
は
な
く
貧
農
も
富
農
も
い
た
。
特
徴
的
な
こ
と
は
紳
拳
の
舞
護
と
な
っ
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た
北
西
部
で
は
南
西
部
に
比
べ
小
作
、
雇
由
民
の
割
合
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。

第
九
章
。
神
拳
は
九
九
年
春
か
ら
卒
原
豚
で
活
動
を
始
め
北
方
へ
抜
大
し

た
。
初
期
の
リ
ー
ダ
ー
は
豆
長
や
武
生
の
肩
書
を
も
っ
小
地
主
で
郷
紳
の
支
援

を
受
け
て
い
た
。
卒
原
知
鯨
蒋
惜
の
紳
象
側
に
立
つ
統
治
も
彼
ら
を
勇
気
づ
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
月
卒
原
の
フ
ラ
ン
ス
人
一
柳
父
が
殺
害
さ
れ
、
闘
争
は
紅

子十
字
荘
か
ら
恩
師
開
の
森
羅
殿
に
抜
大
し
た。

こ
の
と
き
リ
ー
ダ
ー
の
朱
紅
燈
は

始
め
て
「
扶
清
滅
洋
」
を
唱
え
運
動
に
新
し
い
方
向
を
打
ち
出
し
た
。
ま
た
こ

の
戦
い
の
中
か
ら
義
和
図
の
名
が
現
れ
た
。
し
か
し
こ
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
清
朝

の
権
威
に
針
す
る
無
制
限
の
傘
敬
を
表
し
て
は
い
な
い
。
彼
ら
は
清
朝
は
外
圏

の
脅
威
を
駆
逐
で
き
な
い
と
見
抜
い
て
い
た
。

義
和
園
は
中
園
の
主
権
を
行
使

す
る
頗
い
を
も
っ
て
い
た
の
で
清
朝
が
彼
ら
に
ど
の
よ
う
に
制
割
腹
す
る
か
が
問

題
で
あ
っ
た
。
巡
撫
統
賢
は
義
和
図
に
同
情
的
で
あ
っ
た
が
、
ま
ず
卒
原
知
豚

と
義
和
闘
に
加
わ
っ
た
武
官
亥
世
敦
の
解
任
を
行
っ
た
。
し
か
し
著
者
は
統
賢

の
政
策
は
義
和
闘
へ
の
無
係
件
の
支
持
を
表
す
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

著
者
は
ま
た
八
九
年
五
月
五
日
J
九
九
年
一
月
五
日
開
を
七
期
に
わ
け
、
義
和

園
の
活
動
し
た
北
西
部
十
七
豚
に
お
け
る
各
期
開
中
の
犠
牲
者
数
、
襲
撃
さ
れ

た
村
数
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
被
害
朕
況
な
ど
を
分
析
し
、

十
二
月
三
日
以
後
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
被
害
が
急
増
す
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
段

階
に
い
た
り
統
賢
の
政
策
は
義
和
園
部
墜
に
縛
じ
、
リ
ー
ダ
ー
朱
紅
燈
の
逮
捕

と
な
る
。

義
和
図
運
動
は
一
時
的
に
停
止
し
た
が
一
箇
月
も
た
た
ず
に
新
し
い

リ
ー
ダ
ー
を
伴
っ
て
、
あ
た
か
も
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
ヒ
ュ
ド
ラ
l
の
ご
と
く
に

再
生
す
る
。

第
十
章
。
一
九

O
O年
一
月
一
一
日
に
愛
せ
ら
れ
た
救
令
は
、
騒
擾
事
件
の

庭
理
は
そ
こ
に
無
法
者
が
含
ま
れ
て
い
る
か
否
か
の
み
を
問
え
と
し
て
い
た
。

即
ち
参
加
者
が
結
社
に
所
属
し
て
い
る
か
否
か
、
キ
リ
ス
ト
数
徒
か
否
か
は
問

う
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
今
や
義
和
国
は
結
祉
の
権
利
を
公
認
さ
れ

た
と
言
え
る
。
こ
の
救
令
は
北
京
が
危
機
的
な
状
況
に
あ
っ
た
中
で
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
統
賢
は
北
京
に
蹄
り
義
和
闘
の
擁
護
を
設
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な

官
僚
の
義
和
闘
に
針
す
る
寛
容
な
-
評
債
は
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

何
故
な
ら
先
の
救
令
が
出
た
後
、
約
二
週
閲
し
て
義
和
国
を
禁
じ
る
命
令
が
出

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
清
朝
の
政
策
は
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

義
和
圏
は
こ
れ
を
無
視
し
て
行
動
し
直
隷
に
入
っ
た
。
そ
の
時
期
を
総
督
裕
椋

は
五
月
と
報
告
す
る
が
、
す
で
に
一

部
の
者
は
九
九
年
に
は
直
殺
に
入

っ
て
い

た
。
即
ち
山
東
か
ら
来
た
リ
ー
ダ
ー
が
直
殺
の
「
場
」
に
登
場
し
影
響
力
を
夜

揮
し
て
い
た
。
新
し
い
土
地
で

の
参
加
者
は
盤
倒
的
に
十
代
の
若
者
で
あ
り
、

キ
リ
ス
ト
数
徒

へ
の
攻
撃
に
参
加
し
北
京
を
目
指
し
て
進
ん
だ
。
四
月
か
ら
北

京
の
手
前
の
保
定
で
衝
突
が
起
こ
り
義
和
闘
に
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
。
こ
れ

を
機
に
闘
争
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
運
動
は
も
は
や
地
方

エ
リ
ー
ト
の
統
制
の
及

ば
な
い
も
の
に
な
っ
た
。
直
殺
に
入
っ
た
義
和
闘
は
せ
い
ぜ
い
村
、

「
壇
」
車

位
で
行
動
し
て
お
り
全
鐙
を
統
率
す
る
指
導
鐙
制
は
確
立
さ
れ
な
か
っ
た
。
都

市
部
で
は
富
裕
民
、
貧
民
、
下
層
民
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
を
も
っ
て
参
加

し、

義
和
闘
の
巌
格
な
数
義
は
薄
れ
運
動
に
第
質
が
起
こ
っ
た
。
以
下
、
北
京

と
天
津
に
お
け
る
義
和
圏
、
山
西
・
内
蒙
古
の
闘
争
、
北
京
攻
園
戦
、
八
箇
園

連
合
軍
の
反
撃
、
清
朝
の
封
態
、
事
件
の
庭
理
な
ど
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

義
和
園
運
動
は
園
際
的
に
は
中
園
「
瓜
分
」
の
思
想
を
打
ち
破
り
、
園
-
内
的

に
は
中
園
の
エ
リ
ー
ト
に
園
家
の
政
治
的
事
件
に
大
衆
を
各
き
込
む
こ
と
の
恐

ろ
し
き
を
痛
感
さ
せ
た
。
即
ち
、

義
和
闘
は
大
衆
が
解
放
さ
れ
た
と
き
何
が
起

こ
り
得
る
か
示
し
た
。
毛
深
東
は
義
和
闘
の
達
し
得
な
か
っ
た
中
園
再
生
の
仕

事
を
湖
南
省
の
農
民
運
動
の
な
か
に
見
て
い
た
。

結
び
。
義
和
図
研
究
者
は
そ
の
起
源
を
探
る
に
あ
た
っ

て
最
も
速
い
過
去
に
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目
を
向
け
、
白
蓮
数
と
共
に
活
動
す
る
拳
術
家
集
圏
を
夜
見
し
た
。
し
か
も
彼

ら
は
一
八
九
九
J
一
九

O
O年
の
拳
術
家
と
同
じ
名
稽
を
有
し
て
い
た
。
し
か

し
雨
者
は
本
質
的
に
は
全
く
閥
係
が
な
い
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
マ
ル
ク
・
プ

ロ
ッ
ク
の
「
最
も
遠
い
も
の
に
よ
っ
て
最
も
近
い
も
の
を
説
明
す
る
」
(
『
歴

史
の
た
め
の
鮮
明
』

「起
源
の
偶
像
」
)
と
い
う
指
摘
は
象
徴
的
で
あ
る
。
義

和
国
の
蜂
起
を
研
究
す
る
に
は
山
東
西
部
の
祉
舎
構
造
、
精
神
、
二
十
世
紀
直

前
の
地
方
的
、
園
家
問
、
園
際
的
政
治
献
況
の
詳
細
な
分
析
に
よ
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
う
し
た
研
究
の
方
法
は
義
和
園
よ
り
十
年
早
く
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
起

こ
っ
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
ス
1
族
の
「
交
鐙
踊
り
」
(
の
F
o
己

U
2
2〉
の
研

究
に
お
い
て
も
言
え
る
。
大
刀
舎
の
祉
舎
は
堅
い
組
織
、
秘
密
主
義
、
村
の
エ

リ
ー
ト
の
指
導
が
貫
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
山
東
南
西
部
の
強
力
な
エ
リ
ー
ト

に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
祉
舎
を
反
映
し
て
い
る
。
同
様
に
紳
拳
が
も
っ
た
降
一
柳

附
盟
、
開
放
的
な
鍛
錬
、
放
の
容
易
な
獲
得
、
外
部
の
人
関
の
受
け
入
れ
、
リ

ー
ダ
ー
の
再
生
な
ど
の
要
素
は
山
東
北
西
部
の
差
別
の
少
な
い
開
放
的
な
祉
舎

を
反
映
し
て
い
る
。
十
九
世
紀
の
最
後
の
年
に
ど
う
し
て
山
東
西
部
か
ら
反
キ

リ
ス
ト
敬
、
反
外
園
主
義
の
運
動
が
生
ま
れ
た
の
か
。
農
民
社
舎
に
お
け
る
新

し
い
思
考
、
新
し
い
組
織
が
危
機
に
針
路
し
て
祉
禽
運
動
を
指
導
し
大
衆
が
直

面
し
て
い
る
特
別
の
危
機
を
解
決
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
義
和
幽
は
ま
さ
に

そ
れ
で
あ
っ
た
。
ま
た
義
和
国
の
儀
式
は
ど
の
よ
う
に
し
て
中
園
北
部
の
農
民

の
中
に
庚
が
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ
の
鍵
は
山
東
西
部
の
庶
民
文
化
の
中

に
あ
る
。
庶
民
文
化
は

p
・
プ
ー
ル
デ
ィ
ュ
ー
が
い
う
「
気
質
」

(
Z
Z
Z臼
)

と
同
一
の
機
能
的
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。
彼
は
集
図
的
な
行
動
の
起
源

を
論
じ
る
に
骨
固
た
り
こ
の
「
気
質
」
を
問
題
に
す
る
。
義
和
函
の
場
合
に
は
降

紳
附
鰻
の
儀
式
や
英
娩
の
活
動
す
る
物
語
り
に
農
民
の

「気
質
」
が
乗
り
移

り
、
そ
の
力
を
借
り
て
農
民
は
外
園
の
宗
数
と
戦
っ
た
。
こ
の
分
析
方
法
は
太

卒
天
閣
運
動
に
も
臨
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
起
源
に
つ
い
て
従
来
の
解
穆

と
は
異
な
っ
た
追
及
が
で
き
る
。
あ
る
思
想
が
ど
の
よ
う
に
し
て
大
衆
を
引
き

付
け
、
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
か
を
追
及
す
る
に
は
庶
民
文
化
や
宗
教
が
手

掛
か
り
に
な
る
。
こ
れ
は
今
日
の
新
し
い
研
究
分
野
で
あ
る
。

さ
て
、
木
書
を
一
読
し
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
著
者
自
ら
は
述
べ
て
は
い

な
い
が
、
問
題
探
求
の
方
法
論
と
し
て
最
近
我
が
園
に
お
い
て
も
関
心
を
集
め

て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ナ
l
ル
波
の
そ
れ
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
結
び
」
に
お
け
る
マ

ル
ク
・
ブ

ロ
ッ
ク
の
引
用
な
ど
に
そ
の
影
響
が
伺
え
る

が
何
よ
り
も
口
述
資
料
や
民
衆
文
化
と
し
て
の
歌
劇
な
ど
民
俗
資
料
の
積
極
的

な
活
用
、
随
所
に
数
果
的
に
用
い
ら
れ
た
統
計
資
料
に
よ
る
科
皐
的
指
標
の
提

示
に
そ
れ
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
著
者
は
宣
教
師
報
告
、
政
行
記
録
な
ど
の
西
洋

側
資
料
、
義
和
圏

・
白
蓮
教
関
係
各
種
楢
案
、
地
方
士
山
、
政
書
な
ど
中
園
側
資

料
を
豊
富
に
駆
使
し
、
加
え
て
二
度
の
現
地
調
査
を
行
い
説
得
力
の
あ
る
叙
述

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
著
者
は
「
義
和
圏
の
起
源
」
に
つ
い
て

空
開
的
、
社
曾
的
分
析
を
行
い
そ
の
構
造
的
把
鐘
に
成
功
し
、
ま
た
何
故
十
九

世
紀
末
に
義
和
圏
が
現
れ
た
か
と
い
う
歴
史
的
把
鐙
に
も
迫
っ
て
い
る
。
即

ち
、
こ
の
時
期
の
山
東
の
内
外
矛
盾
に
針
抗
す
る
も
の
と
し
て
の
義
和
圏
の
活

動
を
庶
民
文
化
と
の
関
わ
り
あ
い
で
と
ら
え
て
い
る
。
著
者
は
、
庶
民
文
化
を

義
和
闘
に
媒
介
す
る
も
の
と
し
て
中
園
北
部
農
民
の
精
神
世
界
に
共
通
し
て
存

在
す
る
歌
劇
の
英
雄
達
を
と
ら
え
、
そ
の
際
降
紳
附
鐙
、
不
死
身
の
儀
式
と
い

う
形
を
と
っ
て
現
れ
る
義
和
圏
民
衆
の
心
性
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
近
の
ア
ナ
l
ル
源
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
研
究
と
し
て
は
第

二
回
日
米
歴
史
皐
曾
議
(
一

九
八
七
)
で
報
告
さ
れ
た
「
帯
制
末
期
の
宗
教
オ

ベ
ラ
の
文
化
的
意
義
」
(
デ
l
ピ
ッ
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
)
な
ど
敏
本
の
報
告

(
『
歴
史
皐
研
究
』
一
九
八
九
|
一
笠
原
十
九
司
報
告
〉
が
参
考
に
な
る
。
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著
者
は
十
九
世
紀
末
、
山
東
省
の
人
口
が
三
七

O
O高
人
に
淫
し
て
お
り
フ

ラ
ン
ス
の
そ
れ
に
匹
敵
し
、
そ
の
面
積
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ

l
ル
ズ
を
合

わ
せ
た
よ
り
も
庚
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
現
地
に
入
つ
て
の
経
験
に
も

縁
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
口
に
山
東
省
と
い
っ
て
も
細
か
く
見
れ
ば
内

部
に
地
域
差
が
歴
然
と
あ
り
、
義
和
園
設
生
の
地
域
的
特
質
を
把
握
す
べ
き
と

い
う
主
張
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
と
も
す
れ
ば
見
逃
さ
れ
易
い
貼
の
指
摘
で
あ

る。
著
者
は
義
和
闘
や
山
東
農
村
の
リ
ー
ダ
ー
を
あ
ら
わ
す
階
層
と
し
て
地
主

(
F
E
O唱ロ
2
-
S
L
-
o
E〉
、
郷
紳
(
問

2
5心
、
城
居
郷
紳
(
円
。
耳
ロ
ィ

向。ロ件円一己、

郷
居
郷
紳

Gog-
問
。
口
同
町
己
、
地
方
エ
リ
ー
ト
公

0
2
-
o
-
5
)

な
ど
の
語
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
明
清
祉
舎
を
分
析
す
る
際
の
、
い
わ

ゆ
る
郷
紳
の
概
念
に
つ
い
て
日
米
聞
の
相
違
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
黙
「
ア
メ
リ
カ
の
中
園
研
究
で
さ
か
ん
な
φ

地
方
エ
リ
ー
ト
φ

-

と
い
う
捉
え
方
は
、
中
園
杜
舎
を
基
層
か
ら
、
す
な
わ
ち
地
域
社
舎
か
ら
見

て
、
そ
の
地
域
社
舎
を
支
配
し
、
指
導
す
る
階
層
に
着
目
す
る
と
い
う
硯
黙
に

基
づ
い
て
い
る
」
(
前
掲
笠
原
報
告
)
と
い
う
指
摘
が
参
考
に
な
る
。

最
後
に
、
著
者
の
研
究
が
内
外
の
こ
れ
ま
で
の
義
和
図
研
究
を
踏
ま
え
て
い

る
こ
と
は
各
末
の
参
考
文
献
目
録
に
伺
え
る
が
、
日
本
の
研
究
が
十
分
に
反
映

さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
や
や
疑
問
を
感
じ
た
。
例
え
ば
堀
川
哲
男
氏
の
「
義

和
図
運
動
の
設
展
過
程
」
(
一
九
七
八
)
、
小
林
一
美
氏
の
「
義
和
園
の
民
衆

思
想
」
(
一
九
七
八
)
な
ど
に
は
著
者
が
問
題
に
し
よ
う
と
し
た
義
和
国
の
起

源
、
義
和
固
に
現
れ
た
紳
々
が
倒
れ
ら
れ
て
い
る
。
勿
論
、
こ
れ
ら
の
論
文
は

目
録
に
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
内
容
的
に
ど
う
許
債
す
る
の
か

言
及
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

な
お

E21日
Fgm一
鑑
生
(
四
一
五
頁
〉
は
監
生
の
、
堀
川
哲
南
(
四
一
一
六

頁
)
は
堀
川
哲
男
の
誤
植
で
あ
る
。

回

2ro-ou、
釦
ロ
《
四
円
。
臼
〉
ロ
問
。

-2
h
C
E〈ぬ『
M
F

ミ

0同
の
と
広
O

『ロ区間】『命日臼

H
m山
∞
吋

-

N
品
円
阿
国
・

A
H
吋
C
』

U

司

五
四
運
動
の
研
究
第
四
函

回
新
儒
家
哲
皐
に
つ
い
て
熊
十
力
の
哲
皐

固
後
期
康
有
震
論
|
亡
命
・
辛
亥
・
復
僻
・
五
四

竹島
内田

弘度
行次

坂

元

ひ

ろ

子

木
室
田
所
牧
の
三
論
文
は
い
ず
れ
も
、
従
来
の
研
究
で
ほ
と
ん
ど
扱
わ
れ
な
か

っ
た
針
象
を
輿
正
面
に
据
え
て
論
じ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
う
ち
の
二
篇
を
紹

介
し
て
ゆ
く
前
に
、
後
患
を
よ
い
意
味
で
刺
激
す
る
、
こ
う
し
た
先
皐
に
よ
る

研
究
開
拓
に
劃
し
て
、
敬
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。
同
時
に
、
三
論
文
の
う
ち

小
野
信
爾
氏
の
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
を
伴
う
力
作
「
救
園
十
入
国
運
動
の
研

究
」
に
つ
い
て
は
、

評
者
の
力
に
は
徐
り
、
し
か
る
べ
き
評
者
に
よ
る
専
許
に

譲
る
ほ
か
な
く
、
す
で
に
別
の
評
者
が
議
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て

お
き
た
い
。
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「
新
儒
家
哲
摩
に
つ
い
て
|
熊
十
カ
の
哲
象
」

の
っ
け
か
ら
評
者
の
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
こ
の
島
田
氏
の
論
と
評
者
に
は
あ

る
因
縁
が
あ
っ
た
。
日
本
で
は
マ
イ
ナ
ー
中
の
マ
イ
ナ
ー
と
い
う
べ
き
熊
十
力

を
評
者
も
ま
た
研
究
封
象
と
し
、
本
論
文
刊
行
の
翌
月
、
拙
稿
も
公
に
な
っ
た

(
「
熊
十
力
『
新
唯
議
論
』
哲
撃
の
形
成
」
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一

O

四
加
〉
。
そ
の
「
追
記
」
で
因
縁
の
あ
ら
ま
し
を
述
、
へ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
繰


